
2005年北海道医療大学歯学部矯正歯
科同門会報告内容

1.唇顎口蓋裂への取り組みと履歴
2.口蓋裂学会への報告履歴
3.口蓋裂児および親の意識について
4.口蓋裂言語と発音補助装置
5.口蓋裂児の治療法の変遷
6,現時点での口蓋裂児の総合的治療段階
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１９７６年頃輪読



唇顎口蓋裂に関する経歴

1975．４　　口腔外科入局
1975　　　　谷間の口蓋裂児たち「この子らに健保を」
　　　　　　　　　　　　　毎日新聞社北海道支局発行

1979.2　　　北海道医療大学歯学部矯正歯科入局
1980　　　　カナダ　トロント　Sick　Children　hospitall
　　　　　　　ランキャスター　Cleft　Palate　Clinic　
　　　　　　　シカゴ、イリノイ州立大学顎顔面発達研究所　見学

1983.4　　　市立函館病院歯科
1985　　　　口蓋裂疾患の矯正歯科治療が保険適用
　　　　　　　同時に育成更生医療指定医登録

1986.4　　　みはら歯科矯正クリニック開設
2003.6        口蓋裂児たち「この子らに健保を」
　　　　　　　　　毎日新聞北海道支局の許可を得てみはら歯科矯正クリニック再発行



日本口蓋裂学会への報告
1978.5パラタルリフトの効果について

1991.7口蓋裂患者の意識調査

1992.7乳歯列時の前方牽引装置の効果

1995.7矯正治療中のパラタルリフト維持方法について

1996.6顎裂部周囲歯牙の経年的形成状態について

　　　　　　　　　　（以降　函館中央病院形成外科と交互に報告）

1999.6顎裂部骨移植部への自家歯牙移植の可能性

2001.5顎裂骨移植部自家移植歯牙の移植および

　　　　　　歯科矯正開始時期についての考察

2003.5顎裂骨移植部自家移植歯牙移植の予後調査

2005　発音障害が残存した唇顎口蓋裂患者の

　　　　　　　　　　　　　　　　　顎形態について（予定）I



Ｖ．要約
口唇・顎・口蓋裂の成因を解明するために臨床遺伝学的ならびに疫学的研究をおこなった．対象はアンケート法
により得られた全道の病院の産科，産婦人科医院の４２％およぴ母子健康センターの８４％において出生した１
０５，４６２についての資料（資料Ｉ），ならびに札幌医科大学口腔外科を昭和３６年11月から昭和４２年１０
月までの６年間に訪れた患者１，０３１名と，その中からとくに詳細な検討を行なうために選んだ５３６例（５
３０家系）（資料Ⅱ）で，この５３６例は母親が昭和６年以降昭和２２年までに出生したものである．対照には
５３０家系の居住地と母の出生年度に近似した２００家系を選んだ（資料Ⅲ）．家系調査に当っては，正確を期
するため大部分の症例について戸籍を参照した．
（１）北海道におげる最近３年間（昭和４０，４１，４２年）の口唇・顎・口蓋裂患者の出生頻度は０．１８％
であった．
（２）本症罹患者の性比は，すべての異常群を含めると，１２３．６となる．とくに口唇顎口蓋裂では１８５．
８でいちじるしく高く，一方口蓋裂単独では５９．９となり，口唇顎裂では１１８．０で男児が多かった．
（３）季節と本症の出生頻度との間には一定の関係は認められない．
（４）本症発現に対する両親の年令，その年令差，出生順位の効果をみるためＦｉｓｈｅｒの逆正弦変換法を行
なった上で分散分析を行なった結果，本資料の場合，これら各要因は他の要因の影響を受けることが分り，総括
的な結論はえられなかった．
（５）患者の出生前に受けた１回の人工妊娠中絶の経験は，口唇・顎・口蓋裂の３異常とも対照に比較して高率
であった．胎生期，周産期，生後１年以内の死亡については対照との間に有意の差はみられなかった．
（６）他種先天異常の合併率は１６．４％，口蓋裂のみをとるともっとも高頻度（２３．１％）であった．主要
な合併異常はそけいへルニア，四肢の異常であった．
（７）近親婚率は２．８％（いとこ婚率は１．８％）で，一般集団または対照家族のそれに比べてとくに高いと
はいえない．
（８）本症の家族的発現をみたもの１３．８％，父親にみられたもの４家系，母親にみられたもの９家系であっ
た．同胞再現率は両親正常の場合，口唇顎裂２．５％，ロ唇顎口蓋裂3.3％，口蓋裂1.1％で，口唇顎裂および口
唇顎口蓋裂の再現率（合計すると３．０５％）は、従来の日本人についての報告に比較してやや高く，Ｆｏｇｈ
‐Ａｎｄｅｒｓｅｎ（１９４２）の報告に近い値を示した．
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「口唇・顎・口蓋裂の臨床遺伝学的ならびに疫学的研究」
田中俊彦
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